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図4 (a)マウス C2C12筋芽細胞の 1，3， 7層構造のへマトキシリン ・エオシン (HE)染色組織切片写真。
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Seeded cell number I x1 06 cells 
(a) 細胞集積法のイメージ。 挿入図 ~t. ローダミ ンラベル化 FN と FITC-G の薄膜を コーテ インク
したヒト皮膚線維芽細胞 (NHDF)の蛍光顕微鏡写真を示した。(b)播種細胞数と得られる層数の
関係および(c)HE染色による組織切片写真。 (d-f)ヘテロ構造体の構築。 セル卜ラッカークリーン





図6 (a)4層の NHDFで1層の HUVECをサンドイツチ培養したイメージ。 (b)一週間培養後の
CLSMによる三次元観察写真。 HUVECを抗CD31抗体にて赤に染色し，核を青に染色した。









など， 8層以内でヘテロな積層構造を作製できることが明らかとなった。さらに， 4層の NHDF
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